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４
月
６
日（
月
）、大
阪
狭
山
市　
　
　
　
　
　

  

ホ
ー
ル
に
て「
平
成　

年
度 

入
学
式
」を
執
り
行
い
ま
し
た
。全
国

か
ら
夢・目
標
を
持
っ
て
集
ま
っ
た
新
入
生
は
、校
長
か
ら
の
式
辞
に
続
い
て
、大
阪
狭
山
市
長 

吉
田
様
、本
田
技
研
工

業
㈱
取
締
役
常
務
執
行
役
員 

吉
田
様
か
ら
祝
辞
を
頂
き
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。最
後
に
新
入
生
を
代

表
し
て
自
動
車
研
究
開
発
科
１
年
生 

原
田
裕
大
君
が「
誓
い
の
言
葉
」で
新
入
生
全
員
の
想
い
を
誓
い
ま
し
た
。

さ
あ
、新
入
生
の
皆
さ
ん
、自
分
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

平成27年度 入学式平成27年度 入学式入学！祝

S
A
Y
A
K
A

27

緊張した様子の新入生

いよいよ学園生活がスタート

吉田役員祝辞

校長　澤田 武美

大阪狭山市 吉田市長祝辞 在校生代表「歓迎の言葉」 新入生代表「誓いの言葉」

　

当
学
園
は
、皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の

よ
う
に
本
田
技
研
工
業
の
創
設
者

で
あ
る
本
田
宗
一
郎
が
、本
当
に
優

れ
た
整
備
士
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

と
い
う
確
固
た
る
信
念
を
持
ち
、

そ
の
信
念
と
理
想
を
実
現
す
べ
く

こ
の
学
校
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

そ
の
建
学
の
志
は「
ホ
ン
ダ
学
園

は
世
界
に
歓
迎
さ
れ
る
人
間
の
育

成
を
使
命
と
す
る
」で
す
。こ
れ
を

基
に
、社
会
人
と
し
て
必
要
な「
マ

ナ
ー
と
マ
イ
ン
ド
を
磨
く
」「
実
践

第
一の
技
術
力
を
学
び
と
る
」「
社

会
貢
献
の
心
と
行
動
力
を
育
む
」

と
い
う
３
つ
の
育
成
方
針
を
定
め
、

皆
さ
ん
に
こ
の
学
園
で
学
ん
で
頂

き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、好
き
で
こ
の
世
界
に

飛
び
込
ん
で
き
た
は
ず
で
す
。「
整

備
士
に
な
り
た
い
」「
自
動
車
を
設

計
し
た
い
」等
い
ろ
ん
な
夢
を
持
っ

て
こ
の
場
に
い
る
と
思
い
ま
す
。し

か
し
、も
し
か
し
た
ら
、ま
だ
持
っ

て
い
な
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。ま
ず
は
、夏
休
み
ま
で
に
こ
う

な
り
た
い
、こ
う
し
た
い
と
い
う
目

標
を
決
め
て
、「
自
ら
学
び
取
る
」

姿
勢
を
持
ち
目
標
達
成
を
目
指
し

て
下
さ
い
。

　

ま
た
学
園
で
は
様
々
な
事
に

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」し
て
頂
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。失
敗
こ
そ
が
成
長

の
糧
と
な
り
ま
す
。今
ま
で
や
っ
た

こ
と
が
な
い
事
で
も
、ど
ん
ど
ん

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。私
た

ち
は「
自
ら
学
び
取
る
」「
チ
ャ
レ
ン

ジ
」こ
の
２
つ
を
ベ
ー
ス
に
、学
園
で一

人
ひ
と
り
が
責
任
を
持
っ
て
、自
ら

行
動
す
る
事
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

思
い
切
り
学
園
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
し
、振
り
返
っ
た
時
に
達
成
感
を

味
わ
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
、こ
れ
に

勝
る
喜
び
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
要
約
）

校長　澤田　武美

　新入生は4月8日（水）、4月13日（月）の前後半2グループ
に分かれて、2泊3日で奈良県にある「国立曽爾青少年自然
の家」で校外オリエンテーションを実施しました。このイベント
は、入学間もないこの時期にクラス仲間とのコミュニケーショ
ン向上を図り、挨拶や団体行動時の規律を楽しみながら自
然と身に付く事を目的に実施しています。
　イベントメニューのほとんどが、チームワークでやり遂げる
内容で、初めは戸惑う学生もいましたが、徐々に仲間意識が
高まり、和気合いあいムードで盛り上がっているグループもい
ました。クラス仲間との助け合いが重要な「フィールドアスレ
チック」や「フォトテーリング」では、声を掛け合う様子も見られ、
クラス内のコミュニケーションが一気に向上したように感じら
れました。手先の器用さが求められる「竹細工」や「コースター
作り」では技術者にも通じるセンスを感じる完成品を作った
学生もいました。
　また、イベント終了後は、皆で楽しく食事をし、夜は今後の
学園生活や将来の夢について語り合っていました。
　学園に戻ってきた様子を見ていると、この3日間を通して
新入生は人間的に大きく成長したように思います。
　「新入生の皆さん！　将来の夢に向かって頑張りましょう！」

　各科新入生は4月9日（木）、14日（火）の
前後半2グループに分かれて、三重県鈴鹿市
のホンダ交通教育センターでの「モビリティ体
験」を実施しました。このモビリティ体験は、入
学後自動車整備や研究開発を学ぶ上で、実
車走行を体験し、よりクルマに興味を持ち、勉
強への意欲を向上させる事を目的に実施して
います。
　参加した新入生には免許を持っていても、
実車走行は初めての学生もいて、最初は緊
張しながらも積極的にトライする姿勢が出てき
ていました。また、安全に関する座学も実施さ
れ、交通社会人としての交通マナーや安全運
転に対する重要性を勉強していました。
　併せて、ホンダ鈴鹿工場での自動車組立ラインの見学も行われ、高品質の自動車が組み立てられて行く工程を見る事で、更
に整備の重要性や良いクルマ造りへの意識が強くなった様子でした。
　新入生の感想「バイクに乗って走った爽快感は忘れられません。これからは、お客様にこの爽快感を楽しんで、そして安心して
乗ってもらえるようにクルマの整備をしっかり勉強していこうと思いました。今日は本当に楽しい1日でした」

EVENT
新入生「校外オリエンテーション」を実施しました 新入生「校外オリエンテーション」を実施しました 

EVENT
新入生「モビリティ体験」行ってきました新入生「モビリティ体験」行ってきました

元気に「挨拶練習」

初めてのバイク乗り教室

皆で楽しい食事時間 手先が勝負「竹細工」 安全運転講義 走行前の安全点検

創意工夫で「コースター作り」に挑戦クラス仲間とアスレチック

仲間との助け合いが重要 オフロードにも挑戦


